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親
しん
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らん

聖
しょう

人
にん

のご生
しょう

涯
がい

　親鸞聖人は、1173 年５月 21 日（承
じょう

安
あん

３年４月１日）、京都・日
ひ

野
の

の里
さと

でご誕生、
９歳で得

とく

度
ど

（仏門に入り僧となること）され
ました。比

ひ

叡
えい

山
ざん

で 20 年間修行されました
が、迷いや苦悩から逃れることができません
でした。 そこで山を下り、六

ろっ

角
かく

堂
どう

での救
く

世
せ

観
かん

音
のん

の夢
む

告
こく

により法
ほう

然
ねん

聖
しょう

人
にん

の門
もん

弟
てい

となられ、
専
せん

修
じゅ

念
ねん

仏
ぶつ

に出
で

遇
あ

われました。 35 歳の時、
専
せん

修
じゅ

念
ねん

仏
ぶつ

停
ちょう

止
じ

によって越
えち

後
ご

に流
る

罪
ざい

となり、
４年間過ごされ、 39 歳で赦

しゃ

免
めん

されました。
その後、妻・恵

え

信
しん

さまや家族とともに関東へ
移り、約20 年間布

ふ

教
きょう

を行われました。1224
年（元

げん

仁
にん

元年）は、主著『顕
けん

浄
じょう

土
ど

真
しん

実
じつ

教
きょう

行
ぎょう

証
しょう

文
もん

類
るい

（教
きょう

行
ぎょう

信
しん

証
しょう

）』を著
あらわ

された年とされます。
６０歳を過ぎ、京都に帰りさらなる著

ちょ

述
じゅつ

活動
を行われました。 三

さん

帖
じょう

和
わ

讃
さん

などの執筆や、
関東の門弟とのお手紙のやり取りなど、多く
の方に浄土真宗のみ教えをお示しになりま
した。 最晩年まで著述活動に力を注がれ、
1263 年1月16 日 （弘

こう

長
ちょう

２年11月28 日）、
90 歳でご往

おう

生
じょう

されました。

報
ほう

恩
おん

講
こう

とは
　親

しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

は、そのご生涯をとおして阿
あ

弥
み

陀
だ

さまの
「われにまかせよ　そのまま救う」とのよび声

ごえ

をき
き、名

みょう

号
ごう

によるお救いを真実のみ教えとしてお示
しくださり、私たちもそのみ教えに出

で

遇
あ

わせてい
ただきました。多くの方がこの真実のみ教えを喜
び、先人たちが親鸞聖人ご命

めい

日
にち

の法要を「報恩講」
として脈々と受けついで、700 年を超える歴史の
中で、今日まで大切にお勤めしてきました。
真実のみ教えをお示しくださった親鸞聖人に感謝
し、阿弥陀さまのお救いをあらためて心に深く味
わわせていただく、一年でもっとも大切なご法要
である報恩講にお参りいたしましょう。
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新しい「領解文」
（浄土真宗のみ教え）についての消息
全文はＱＲコードから

新しい「領
りょう

解
げ

文
もん

」（浄土真宗のみ教え）

南
な

無
も

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

「われにまかせよ そのまま救
すく

う」の　弥
み

陀
だ

のよび声
ごえ

私
わたし

の煩
ぼん

悩
のう

と仏
ほとけ

のさとりは　本
ほん

来
らい

一
ひと

つゆえ

「そのまま救
すく

う」が　弥
み

陀
だ

のよび声
ごえ

ありがとう　といただいて

この愚
み

身をまかす　このままで

救
すく

い取
と

られる　自
じ

然
ねん

の浄
じょう

土
ど

仏
ぶっ

恩
とん

報
ほう

謝
しゃ

の　お念
ねん

仏
ぶつ

これもひとえに

宗
しゅう

祖
そ

親
しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

と

法
ほう

灯
とう

を伝
でん

承
しょう

された　歴
れき

代
だい

宗
しゅう

主
しゅ

の

尊
とうと

いお導
みちび

きに　よるものです

み教
おし

えを依
よ

りどころに生
い

きる者
もの

　となり

少
すこ

しずつ　執
とら

われの心
こころ

を　離
はな

れます

生
い

かされていることに　感
かん

謝
しゃ

して

むさぼり　いかりに　流
なが

されず

穏
おだ

やかな顔
かお

と　優
やさ

しい言
こと

葉
ば

喜
よろこ

びも　悲
かな

しみも　分
わ

かち合
あ

い

日
ひ

々
び

に　精
せい

一
いっ

杯
ぱい

　つとめます

この世
よ

にいのちを授
さず

かることは尊
とうと

い。

この世
よ

のいのちを終
お

えてゆくこともまた尊
とうと

い。

親
しん

鸞
らん

聖
しょう

人
にん

が亡くなられたのは、

1263 年でした。

 
昔のひとびとは、

 
「ひ

・
とりといえどもふ

・
たりづれ、

　　　　六
ろく

字
じ

のみ
・

名とふたりづれ」や、

 
「ひ

・
とに

・
伝える六

・
字のみ

・
名」

 
という語

ご

呂
ろ

を合わせ、

聖人を慕
した

い、おもい続けてきたのでした。

 
この世にいのちを授かることは

尊いことです。

そして、この世のいのちを

終えてゆくこともまた尊いことなのだと

「南
な

無
も

阿
あ

弥
み

陀
だ

仏
ぶつ

」の六字のみ教えは、

お示しくださいます。


